








































重要研究として，たとえば Sharma [2002]，Cardona [1976; 1997]，菅沼［1995］，小川［1991; 
1996］，Kudo [1995]，工藤［1997］が挙げられる。Sharmaはサンスクリット表現（文）の意
味の中心にはクリヤー（行為）3）があるとし，行為の完成には参与者（participants），すなわ
































































































































































































































































































































３） “Dictionary of Pāṇinian Grammatical Terminology”（Roodbergen [2008]）では，『マハーバーシュ
ヤ』（パーニニの『アシュターディヤーイー』とカーティヤーヤナの『ヴァールッティカ』に











論ぜられてきた。詳細については，Sharma [1990: 229‒234]，Cardona [1997] を参照。
５） P.1.4.24 dhruvam apāye’pādānam「分離における固定点はアパーダーナである」。第５格語尾で
表現する。
６） P.1.4.32 karmaṇā yam abhipraiti sa sampradānam「行為の受益者・受領者はサンプラダーナであ
る」。第４格語尾で表現する。
７） P.1.4.42 sādhakatamaṃ karaṇam「特に行為の完成をもたらす手段はカラナである」。第３格語尾
で表現する。
８） P.1.4.45 ādhāro’dhikaraṇam「行為の基体はアディカラナである」。第７格語尾で表現する。
９） P.1.4.49 kartur īpsitatamaṃ karma「行為主体が最も求めるもの・目的・対象はカルマンである」。
第２格語尾で表現する。
10） P.1.4.54 svatantraḥ kartā「行為に対して独立している・非依存的であるものはカルトゥリであ
る」。第１格語尾で表現する。

















ている。そして，当該箇所では「the leaf is the agent」と英訳されている。すると「葉」はカル
トゥリとなる。他方，P.1.4.54は「行為に対して独立している・非依存的であるカーラカはカ
ルトゥリである」という規則である。この規則では，カルトゥリは他のカーラカの関与に依存


































































29） Matilal [1991] を参照。















 atha vyākaraṇam ity asya śabdasya kaḥ padārthaḥ. sūtram. sūtre vyākaraṇe ṣaṣṭhyartho’nupapanaḥ. sūtre 
vyākaraṇe ṣaṣṭhyartho nopapadyate vyākaraṇasya sūtram iti. kiṃ hi tad anyat sūtrād vyākaraṇaṃ 
yasyādaḥ sūtraṃ syāt … atha vā punar astu sūtram. nanu coktaṃ sūtre vyākaraṇe ṣaṣṭhyartho’nupapanna 













使用が正当化される。なお，「vyapadeśivadbhāva」については，Abhyankar and Shukla [1975]，
Joshi and Roodbergen [1986]，和田［1993b］，Unebe [2006] に詳しい。
38） P.2.3.50 ṣaṣṭhī śeṣe「残余を表す時，第６格語尾である」





 P.2.3.2 karmaṇi dvitīyāとは「カルマンが説明されていない時，第２格語尾である」という規則


























　　・ P.2.3.52 adhīgarthadayeśāṃ karmaṇi「動詞が語根『adhī』（想起する），『day』（分配する），『īś』
（支配する）の意味で使われるとき，カルマンは第６格語尾で表される」
　　・ P.2.3.53 kṛñaḥ pratiyatne「何かの新しい性質が理解されるとき，語根『kṛ』（する・作る）の
カルマンは第６格語尾で表される」　
　　・ P.2.3.54 rujārthānāṃ bhāvavacanānām ajvareḥ「語根『jvar』を除き，動詞が語根『ruj』（苦しめ
る）の意味で使われるときで，行為主体がバーヴァを表す場合，動詞のカルマンは第６格語
尾で表される」
　　・ P.2.3.55 āśiṣi nāthaḥ「語根『nāth』が語根『āśī』（祝福する）の意味で使われるとき，カルマ
ンは第６格語尾で表される」
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